
C O N T E N T S

 JFCC 
NEWS

NO.106
ISSN 0912-6376

イノベーションのハブを目指して

独立行政法人　産業技術総合研究所
中部センター所長　鳥山素弘

　私が名古屋工業技術試験所（現　産業技術総合研究所　中部センター）で研究者とし
ての活動を開始した約30年前、科学技術政策の重点課題は「バイオ、メカトロ、新素材」で
した。この流れの中、名古屋工業技術試験所はファインセラミックス研究に重点化を進め、
地域の産業界を巻き込んで(財)ファインセラミックスセンター（JFCC）も設立されました。
「メカトロ」はすでに、電子制御技術を組み込まない機械が想像できない程に産業として
一般化し、さらにロボット技術へと発展しました。また、「バイオ」にも継続的に研究資源
の投入が行われ，今般の山中先生のノーベル賞受賞は、記憶に新しいところです。

　一方、「新素材」については、材料研究者の目線からは、国際的にも十分に誇れる発展が
あったとの自負はあるものの、ロボットやバイオ分野の研究に見られるような一般の方々
が実感できるわかりやすい形では、その成果を示すことができませんでした。それゆえか、
この10年間は、材料開発を前面に出した大きなプロジェクトは打ち出されませんでした。
現在、円高をはじめとした六重苦で、我が国の組立型の産業の多くがいっきに国際競争
力を失いました。しかし、それらの産業を支えてきた素材や部品には、圧倒的な市場占有
率を持つものも多く、たやすく代替生産もできないために、東日本大震災の際、全世界の
工業生産に深刻な打撃を与えたことはご存じの通りです。このような現実を踏まえ、国
の技術開発においてもグリーン成長戦略の下に、「未来開拓研究」として様々な材料開発
を目的としたナショナルプロジェクトが計画されています。材料研究を行う者にとって
は、20年ぶりの追い風が吹きつつあるように思います。

　しかしその実態をもう少し詳細に見ると、例えば液晶パネル技術を核とすることで国
際競争力を得ていた液晶テレビも、モジュール化、標準化、デジタル化により急速なコモ
ディティ化が進みました。材料や部品の高品質や新機能が必ずしも利益や付加価値に結
びつかないことが示されたのです。これからは、材料、素材、部品であっても、消費者や顧
客企業の期待に応える顧客価値を創造する「価値づくり」の観点が、その研究開発戦略に
必要となってきたと見るべきでしょう。

　中部地域は、自動車産業の中心地であり、製造業を支えるセラミックスや金属などの
素材産業の集積地です。この地域に立地し、産学官連携による産業のイノベーションを
標榜するJFCCや我々産総研、公設研などの研究機関は、「顧客価値の創造：価値づくり」
に繋がるシナリオを地域のステークホルダーと共有し、異なる技術分野、異なる組織の様々
な研究者が共通の目標を持って研究開発を行うことで、我が国の産業競争力の復活と持
続的な社会の発展に繋がる成果をあげるイノベーションのハブとしての機能を発揮し
なければ成りません。材料の研究開発に対する社会の期待を、単なる追い風に終わらせ
てはいけないと強く思っています。
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事業報告事業報告

基調講演　金村教授 シンポジウム会場

ファインセラミックスシンポジウム2012開催

　10月19日（金）愛知県産業労働センター（ウインクあいち）において、ファインセラミックスシンポジウム2012を開
催しました。
　本年度は『革新的二次電池の開発と将来展望』と題して、第一線でご活躍の方々に、エネルギー密度の飛躍的向上を
めざした革新的二次電池について、その開発は現在どこまで進展しているのか、また、この開発にセラミックス技術が
どのように貢献しているのかを、電池のリチウム解析技術もまじえて、わかりやすくご講演いただきました。
　企業・研究機関・官公庁等から定員を越える二百数十名の方々が参加され、活発な討議が行われ、意義あるシンポジ
ウムとすることができました。来年度も皆様のご希望をできるだけ取り入れるように企画立案いたします。

基調講演 「革新的蓄電池の開発とその材料開発動向」

首都大学東京　大学院都市環境科学研究科   教授　　金村　聖志　氏

講演 1 「多価カチオン電池の進展」

東京大学  先端科学技術研究センター　教授　　宮山　　勝　氏

講演 2 「リチウム―空気電池」

三重大学　理事・副学長　　武田　保雄　氏

講演 3 「全固体リチウム電池」

トヨタ自動車株式会社　電池研究部　部長　　射場　英紀　氏

講演 4 「リチウムを観察する先端的透過電子顕微鏡法」

ファインセラミックスセンター　ナノ構造研究所　所長代理　平山   司

第1回 JFCC懇話会の開催

　10月19日（金）に愛知県産業労働センター
（ウインクあいち）にて、新法人移行に伴
い第1回のJFCC懇話会を開催しました。
本懇談会は、賛助会員企業･団体相互の交
流とJFCCへのご意見をうかがうことを
目的としています。岡本理事長の挨拶に
始まり、JFCCの活動報告、参加企業様の
PRプレゼンテーション、そして懇談会に
より、参加企業･団体相互およびJFCC役
職員との交流を深めることができました。
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「産業技術の芽シーズ発表会」を開催

　本シーズ発表会は中部経済産業局、中部イノベーション創出共同体が主催し、大学・公的研究機関等の技術シーズを
活用して新事業の創出に意欲のある企業を対象に開催されました。
　9月5日（水）、中部イノベーション創出共同体を構成する36機関から集められた優れた技術シーズ集「産業技術の芽」
の中からJFCCの技術シーズ2件（「電子ビーム物理蒸着（EB-PVD）によるセラミックコーティング技術」および「高分解
能走査型電子顕微鏡による表面微細構造観察技術」）を発表しました。尚、JFCC以外からは11機関で13件の発表があり
ました。
　会場は愛知県産業労働センターで約100名の方々が参加されました。会場後方では、マッチング・個別相談会を行い
盛況となりました。

中国／清華大学との第3回ワークショップ開催

　9月14日（金）、中国／北京において、清華大学とのワークショップを開催し
ました。
　昨年、北京にて清華大学／State Key Lab． of  New Ceramics & Fine 
Processingと技術的交流を目的とした協力協定を締結しましたが、ワークショッ
プ開催は今回で三回目となります。
　今回は韓国／窯業技術院、中国／上海珪酸塩研究所、欧州／チューリッヒ
研究所等も参加し、活発な討議が行われ、意義あるワークショップとするこ
とができました。
　なお、JFCCからは下記演題で講演しました。

講演1 「Transmission electron microscopy techniques for visualizing lithium」

講演2 「Development of Laser-assisted Chemical Vapor Deposition and its Applications」

（平山司）

（木村禎一）

発表会の全体風景 マッチング・個別相談会の様子

ワークショップ会場
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愛知･名古屋産業交流展 in 東京2012へ出展

　11月14日（水）～16日(金)の3日間、東京ビッグサイト西展示等アトリウムで開催された愛知･名古屋産業交流展 in 東
京2012に出展しました。本交流展は、愛知県と名古屋市の企画で、首都圏の企業に愛知県･名古屋市所在の企業･大学･研
究機関等を紹介し、産業集積状況や立地のメリットを広くPRするもので、研究機関のひとつとして参加しました。ポ
スター等の展示とJFCC紹介のプレゼンテーションを実施しました。
　大村愛知県知事、河村名古屋市長も来場され、大いにPRすることができました。

あいち産業科学技術総合センター･名古屋市工業研究所･JFCC
合同研究発表会の開催　～明日を拓くモノづくり新技術2012～

　11月20日（火）にあいち産業科学技術センター（知の拠点）にて、あいち産業科学技術総合センター、名古屋市工業研
究所及びJFCCで合同の研究発表会を開催いたしました。参加者は178名でした。今回は基調講演に続いて、3研究機関
で10件の発表とシンクロトロン光施設をはじめ知の拠点の最新設備の見学会が催されました。

第13回　4セラミックス研究機関合同講演会の開催

　11月15日（木）に、JFCC、名古屋工業大学、東京工業大学、物質・材料研究機構の4セラミックス研究機関合同講演会
が物質・材料研究機構に於いて開催されました。4セラミックス研究機関合同講演会は、今年で13回目となり、今回の
合同講演会では「ナノテクを利用した環境・エネルギーセラミックスの創製」をテーマに8件の講演が行われ、ＪＦＣＣ
からも以下の2件の講演を行いました。

　企業からの参加者11名をはじめ、約90名の参加者があり、活発な質疑がなされました。4機関それぞれの研究トピッ
クスを知り交流を深める上でたいへんに良い機会でした。なお、来年度は東京工業大学にて実施される予定です。

「機能元素修飾による耐環境性保護膜中の物質移動制御」

「シリカナノ多孔質体を用いた断熱材料の研究開発」

北岡　諭　（材料技術研究所・主席研究員）

上田太郎　（材料技術研究所・上級研究員補）
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　2012年9月2日から6日までロシアのサンクトペテル

ブルクで開催された、ECSCRM-2012に参加してきました。

　ECSCRM (European Conference on Silicon Carbide and 

Related Material)は、２年に一度欧州で開催され、次世代

省エネパワーデバイス用材料として注目されている炭

化珪素（SiC）および関連ワイドギャップ半導体を対象

とし、類似の学会ICSCRM (International Conference on 

Silicon Carbide and Related Materials)と交互に、SiC関連

の研究者の毎年一年間の研究成果等を発表・議論し合

う舞台となっています。

　近年、地球環境保護のため温室効果ガスであるCO2排

出削減が重要視され、省エネルギー化によるCO2の低減

と地球温暖化の抑制に繋がるSiC材料とデバイスは世

界中に注目を浴びています。今回のECSCRM-2012では、

基礎研究（バルク、エピ結晶成長、欠陥評価等）から応用

（デバイス作製、評価）まで300件も超える発表があり、

SiCの全ての領域が含まれています。私はトヨタ自動車

の委託研究の成果として、カーボン極性面から簡易に

結晶欠陥を検出できる化学エッチング技術の開発に関

して１件の発表を行いました。SiCのシリコン極性面の

研究は非常に進んでいますが、反対側のカーボン極性

面に対する成長・加工方法や評価手段等、それほど進ん

でいません。私たちJFCCで開発したKOH蒸気エッチン

グは高品質デバイスの作り易いとされているカーボン

面から転位の検出ができるため、今回の発表内容はた

くさんの研究者に興味・関心を頂きました。

現在、SiC研究は世界各地で盛んですが、最も活発に研

究開発が進んでいるのはやはり日本です。今回も、500

名の参加者のうち、日本人は27%も占めていて、ポスター

セッションで自分の研究成果を発表する時、半分以上

の説明と議論は日本語で行いました。

　今回のECSCRMの開催地サンクトペテルブルクは、モ

スクワに次ぐロシア第二の大都市です。この町は、長い

歴史を持ち、昔ロシア帝国の首都として歴代の皇帝に

より整備が行われ、想像以上に華麗な建物が至る所に

あります。そして、そちらの9月初旬の平均気温は10℃で、

蒸し暑い名古屋からやってきた私にとって、まさに別

世界のような感じでした。

　最後に、今回の国際会議への参加に多大なご支援・ご

尽力いただきました皆様に深く感謝申し上げます。

国際会議ECSCRM-2012参加報告

材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ
姚　永昭

会場の様子

ポスター発表の様子

サンクトペテルブルク　宮殿広場



遮熱性に優れるセラミックス膜として、高い導電性・熱
線反射性をもつAl添加ZnO透明導電膜を開発する

Japan Fine Ceramics Center研究成果 研究成果 
Al添加ZnO透明導電膜の遮熱機能

住宅などの居住空間における「省エネルギー」に貢献する断熱・遮熱材料への期待が
高まっている。導電性を与えたZnO：Al膜は、近赤外光（熱線）を反射する遮熱膜とし
て機能し、その遮熱性能の向上が求められている。

技術の
ポイント

応用
研究

遮熱性に優れるZnO：Al膜の合成法を構築し、その光・電子物性を評価。

今後の展開 透明性・遮熱性を活かした
省エネ・創エネへの貢献

・成膜プロセスの最適化による性能向上

・材料系（SnO2系, TiO2系）の拡大

（1） 金属Zn, Alターゲットの多元反応性スパッタリングによるZnO:Al膜の合成
プロセスを構築。

（2） 各ターゲット表面の遷移領域（酸化物⇔金属）制御により、熱線反射性に優
れるZnO:Al膜を合成。

（3） 熱線反射性に優れるZnO:Al膜では、添加されたAlからの自由電子放出効率が
高いことを解明。

6

図1. 多元反応性スパッタリング

謝辞 ： この成果は、経済産業省・NEDO 「マルチセラミックス膜新断熱材料の開発」の委託業務の結果得られたものである。

図2. ZnO:Al膜における自由電子の生成

図3. ZnO:Al膜の透過・反射スペクトル 図4. ZnO:Al膜の自由電子密度・l移動度および生成効率

背 景

目 的

成 果



Japan Fine Ceramics Center新入職員紹介新入職員紹介

7

　2012年8月1日付けで中部電力（株）から出向してまいりました河合和彦と申します。
　中部電力（株）では、発電所で蒸気タービン・ガスタービンの保守業務に6年間、電力技術研究所でメンテナンスに関
わる研究業務に4年間、火力センター（火力発電所の統括部署）で大規模工事の計画、工事設計等の業務に4年間従事し
てまいりました。また、直近の半年間はガスタービン取替工事という国内でも稀な大規模工事を担当し、多忙な日々を
経験してまいりました。

　私がJFCCを知ったのは、電力技術研究所に在籍している時でした。直接の担当ではありませんでしたが、大変難し
い研究内容であり、セラミックスの最先端の研究を行う研究所と思っておりました。そのJFCCに出向となり、セラミッ
クスに無知の自分に何ができるかと不安を抱えながらまいりましたが、多くの方にご指導をいただき業務を行ってお
ります。
　現在、高温過熱水蒸気ヒータを活用した研究等に従事しております。
　JFCCでは微力ながらJFCCの発展の一助となるよう努力するとともに、自分の視野を広げ技術力を向上させたいと
考えております。皆様にはご迷惑をおかけすることが多いと思いますが、ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたし
ます。

材料技術研究所　リライアブル・マテリアルグループ
河合　和彦

　2012年10月1日付けで、古河電気工業株式会社から出向して参りました下山田篤史と申します。JFCCでは現在、リ
チウムイオン電池関連の解析を行っております。
　学生の時は光電子分光による物質の電子状態の研究、古河電工に入社後はFIB-SEMやTEMを用いた半導体デバイス
の故障解析を行っておりました。

　JFCCは高い知識、技術を有する研究者が多く集まっており、そのような環境下で働けることは非常に貴重で有意義
な経験であると思っております。先端的なTEMや、電子線ホログラフィー、EELSといった解析手法をぜひ習得して、研
究に貢献できればと思います。皆様にご迷惑をお掛けすることも多いかと思いますが、何卒、ご指導ご鞭撻の程よろし
くお願い申し上げます。

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
下山田　篤史
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平成２４年７月３１日付
　出向元復帰
　　材料技術研究所　リライアブル・マテリアルグループ　　上級研究員補

平成２４年８月１日付
　出向受入
　　材料技術研究所　リライアブル・マテリアルグループ　　上級研究員補

平成２４年９月３０日付
　退職（自己都合）
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　　
　　エレクトロ・マテリアルグループ長　　主席研究員

平成２４年９月３０日付
　出向元復帰
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　　研究員

平成２４年１０月１日付
　出向受入
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　　研究員

田邊　一太郎（中部電力（株））

河合　和彦（中部電力（株））

須田　聖一

佐藤　岳志（（株）日立ハイテクノロジーズ）

下山田　篤史（古河電気工業（株））

人の動き

表　彰

nano tech 2013
国際ナノテクノロジー総合展･
技術会議に出展予定

　日本最大規模のナノテクノロジーに関する展示会である
｢nano tech 2013｣に出展します。JFCCブース（東5ホール 5T-
27）へのご来場をお待ち申し上げます。

Neo Ceramics 2013
先端セラミックス＆
機能性ガラス先進応用技術展･会議

　新企画のセラミックスとガラスに関する展示会｢Neo  
Ceramics 2013｣に展示します。（nano tech2013と同時開催）
JFCCブース（東1ホール 2Q-01）へのご来場をお待ち申し上げ
ます。

○中国科学院金属研究所
　「Lee Hsun Lecture Award」
　受賞日　　平成２４年６月４日
　受賞者　　田中　功（ナノ構造研究所　客員主管研究員）
　受賞題目　Exploring structures and phase 
　　　　　　relationships of ceramics at finite 
　　　　　　temperatures from first principles

○ American Ceramic Society
　「Society Fellows」
　受賞日　　平成２４年１０月８日
　受賞者　　高田　雅介（専務理事）
　受賞理由　Society Fellowsは、セラミックスの学芸と科学
　　　　　　の領域において、顕著な功績を修めた世界的に
　　　　　　著名な研究者に対して授与されるものです。
　　　　　　高田所長の長年にわたるセラミックスの研究に
　　　　　　対する顕著な功績が認められました。

JFCC の動きJFCC の動き

開催日時 ； 2013年1月30日（水）～2月1日（金）10:00～17:00
開催会場 ； 東京ビッグサイト 東展示棟 1～6ホール･会議棟

開催日時 ； 2013年1月30日（水）～2月1日（金）10:00～17:00
開催会場 ； 東京ビッグサイト 東展示棟 1ホール


